
学研高山地区第2工区
前回事業推進会議以降の取組み報告について

資料１

R7.8.26 第5回学研高山地区第２工区事業推進会議



1．個別地区の状況について
R7.8.26 第5回学研高山地区第２工区事業推進会議
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2．学研高山地区南エリアの概要
R7.8.26 第5回学研高山地区第２工区事業推進会議

地区の概要

施行予定区域面積 ： 約4７ha

区域内権利者数 ： １３５名（代表者） R6.12時点

これまでの経過概要

令和５年

５月 まちづくり協議会設立

11月 地権者意向調査の実施

12月 土地区画整理勉強会・相談会

令和６年

10月 第４回事業推進会議

基本構想･基本計画図案作成

12月 事業協力者に（株）フジタを選定

学研高山地区南エリア土地区画整理準備組合設立

令和７年

６月 土地区画整理事業･換地などに関する第２回勉強会

７月 個別相談会

学研高山地区南エリア

●奈良先端科学技術大学院大学

国道１６３号バイパス線

まちづくり協議会設立総会

土地区画整理準備組合設立総会



地区の概要

施行予定区域面積 ： 約4３ha

区域内権利者数 ： １１３名（代表者） R6.12時点

これまでの経過概要

令和６年

２月～ 協議会設立発起人会

1０月 第４回事業推進会議

1０月～ 協議会設立に向けた意向確認

1１月～ 協議会設立発起人会

12月 学研高山地区ゲートエリアまちづくり協議会設立

令和7年

6月 土地区画整理事業に関する勉強会

７月 意向調査の実施

学研高山地区ゲートエリア

●奈良先端科学技術大学院大学

国道１６３号バイパス線

基本構想･基本計画図案を作成中
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3.学研高山地区ゲートエリアの概要

まちづくり協議会設立総会 学研推進機構河合常務理事による記念講演



航空写真(令和２年撮影)

学研北生駒駅北地区(約6.１ha)

学研北生駒駅

県
道
枚
方
大
和
郡
山
線

国道１６３号線

平成27年１月 「学研北生駒駅中心地区まちづくり構想」作成

令和２年 ７月 学研北生駒駅北地区まちづくり協議会設立

令和２年～
令和５年

まちづくり協議会運営委員会
（第１回～第１４回）

令和５年１１月 学研北生駒駅北地区基本計画図（案）作成

事業化検討アドバイザーに近鉄不動産㈱を選定

令和6年6月 学研北生駒駅北土地区画整理準備組合設立

令和7年2月 業務代行予定者に近鉄不動産㈱を決定

4月 市街化区域編入

準備組合設立総会

地区の概要

施行予定区域面積 ： 約6.1ha

区域内権利者数 ： 26名（代表者） R7.3時点

これまでの経過概要
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4．学研北生駒駅北地区の概要



R５ R６年度 R７年度 R８年度～ .

高山地区
南エリア

高山地区
ゲート
エリア

北生駒駅
北地区

土地区画整理準備組合 土地区画整理組合

・基本計画（案）の作成
・準備組合設立仮同意

まち協 土地区画整理組合

まちづくり協議会 土地区画整理準備組合 土地区画整理組合

・定款(案)、事業計画（案）の作成
・組合設立同意 など

・土地区画整理事業の施行
・工事、換地 など

事
業
認
可

まちづくり協議会

土地区画整理準備組合

現在

事業協力者 業務代行者事業アドバイザー（４者） 業務代行予定者

事業協力者 業務代行者事業アドバイザー（４者） 業務代行予定者

業務代行者事業アドバイザー 業務代行予定者

事
業
認
可

事
業
認
可
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5.事業スケジュール（目標）



（１）事業の概要

（２）令和6年度の取組み

・伝統文化・歴史や自然と最先端が融合した拠点形成を目指し、地権者や周辺住民、奈良先端大と連携し、意見交換を交えつつ、

学研高山地区及び周辺地域の価値向上につながる公民連携による施設立地に向けた検討を進める。

・奈良先端大との連携強化によるオープンイノベーションを創出するまちづくりを進める。

学研高山地区第2工区地権者、地域自治会、高山地区事業者、農業関係者、

地域活動団体、奈良先端大（学生、留学生、職員）

ワークショップの様子

２回のワークショップを通して学研高山地区と周辺地域の魅力や価値の向上につながる「場」や「機能」について意見交換を実施。

※令和7年2月18日(27名参加)、3月10日(23名参加)

■この地区にあったらいい「場」や「機能」

・現在この地域にないから欲しいもの

（道の駅、アンテナショップ、直売所、飲食店、観光農園）

・この地域の新たな魅力を生み出す（農産物加工場、竹の有効活用）

・人と人との交流やつながりを生み出していくもの（地域の交流拠点、奈良先端大との連携）

②ワークショップで出てきたアイデア（一部抜粋）
■高山地区及び周辺地域の魅力

・自然豊かで大阪京都奈良へのアクセスが良い

・農産物の種類が多く豊か ・伝統や歴史がある

6（1）．学研高山地区及び周辺地域の価値向上事業について
R7.8.26 第5回学研高山地区第２工区事業推進会議

①ワークショップ参加者

（３）令和7年度の取組み

①市民を対象とした求められる機能に関するアンケートの実施

②立地想定施設に必要な機能・配置等の具体化のためのワーク

ショップ開催

③立地想定施設の基本構想案の作成

（４）令和8年度以降の取組み

①立地想定施設の基本構想案の具体化

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度
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6（2）．学研高山地区及び周辺地域の価値向上事業について

（５）アンケート集計結果

10代; 8; 0% 20代; 55; 3%

30代; 146; 

9%

40代; 291; 

17%

50代; 366; 

22%
60代; 344; 21%

70代, 345, 

21%

80代以上; 116; 7%

未回答; 4; 0%

年齢層

学生; 32; 2%

会社員・公務員; 

587; 35%

自営業・個人事

業主; 121; 7%

アルバイト・パート; 289; 17%

無職; 549; 

33%

その他; 91; 6%

未回答; 6; 0%

職業等

・アンケート集計期間：令和7年5月23日～6月30日(39日間)

・回答数：約1,650件(速報値、精査中)

R7.8.26 第5回学研高山地区第２工区事業推進会議

令和6年度のワークショップの結果等を参考にして、学研高山地区及び周辺地域の価値向上につながる「場」や「機能」についての

アンケートを実施。
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６（３）.学研高山地区及び周辺地域の価値向上事業について
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(1)地元の食材などをつかった飲食店

(2)地元の名産品や農産物を買うことができる直売所

(18)そのほか、この地域に「あったらいいな」と思うものがあればお教えください

(3)果物や野菜の収穫が楽しめる観光農園や、動物と触れ合える牧場のような体験型施設

(4)観光に来た人たちなどに便利な宿泊施設や温浴施設

(5)地域の魅力や歴史、観光資源などの情報が得られる情報発信の拠点

(6)この地域の特徴ともいえる、自然環境が身近に感じられたり体験できる場所

(7)サイクリングコースやエクササイズといった、健康増進につながる場所

(8)子どもが遊べる環境がととのい、家族で楽しめる場所

(9)アートや音楽など芸術・文化の表現の場所や発信などにも活用できるイベント施設

(10)カーシェアや公共バスの増便などの公共交通機関の整備

(11)電動キックボードや電動アシスト自転車などを活用した気軽な移動手段

(12)竹などを用いた伝統産業や農産物といった、地元生まれの製品の開発から加工、販売ができる場所

(13)先端大留学生や地元住民、研究者など、様々な人たちが交流できる場所

(14)先端大のバイオサイエンスなどの研究成果と、地域が融合できる場所や機会

(15)アクセスの良さや大学近傍の学研都市の特徴を活かした暮らし(住む・学ぶ・働く)ができる場所

(16)学研都市にふさわしい先端技術等に関するベンチャー企業の立地や、起業支援機能

(17)エンジニアや農業従事者など地域性を活かした人を育てる場所

質問：学研高山地区とその周辺地域の魅力をさらに高めるためにあったらいいなと思うものすべてに○をつけてください

R7.8.26 第5回学研高山地区第２工区事業推進会議
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７ （1） ．環境調査について
R7.8.26 第5回学研高山地区第２工区事業推進会議

環境影響評価は、環境保全の観点から、よりよい事業計画を作り上げて

いくために、事業者自らが実施するものであるが、面積要件から対象外

となり、実施に対する拘束力はない。

288ha

学研高山地区第２工区 全体２８８ha

平成12年11月 都市計画決定に合わせ環境影響評価を実施

南エリア 約４７ha

約47ha

学研高山地区第2工区全体

学研高山地区南エリア

市の責務に置いて自主的に環境調査を実施する

土地区画整理事業 対象となる要件

環境影響評価法 100ha以上

奈良県環境影響評価条例 50ha以上

状況の
変化
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① 平成12年の環境影響評価から25年近く経過し、現地を取り

巻く状況が変化

② 学研高山地区第２工区マスタープラン（令和4年6月策定）で土地

利用転換 住宅中心 → 産業中心



７ （2） ．環境調査について
R7.8.26 第5回学研高山地区第２工区事業推進会議

奈良県環境影響評価技術指針に記載の標準項目および奈良県環境影

響評価技術指針マニュアルを参考に選定する。

◇環境調査項目

調査項目

環境の自然的構成要素の良好な状態の
保持を旨として調査、予測及び評価さ
れる環境要素 大気環境

大気質

騒音

振動

水環境 水質

生物の多様性の確保及び自然環境の体
系的保全を旨として調査、予測及び評
価されるべき環境要素

動物

植物

生態系

人と自然及び文化遺産との豊かな触れ
合いの確保を旨として調査、予測及び
評価されるべき環境要素

景観

人と自然との触れ合いの活動の場

環境への負荷の量の程度により予測及
び評価されるべき環境要素 廃棄物
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↑令和６年１１月広報いこまち掲載 『地域拠点のまちづくり』
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８（１）．生駒市広報
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８（2）．生駒市広報


